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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

第３四半期連結
累計期間

第84期
第３四半期連結
累計期間

第83期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 57,585,83454,782,58075,222,468

経常利益（千円） 1,937,3151,825,6962,496,132

四半期（当期）純利益（千円） 1,613,1371,407,9731,964,292

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,096,5851,954,7651,799,502

純資産額（千円） 34,609,66736,779,64535,264,342

総資産額（千円） 62,279,05567,802,35262,015,796

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
26.50 23.29 32.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 50.3 48.6 51.7

　

回次
第83期

第３四半期連結
会計期間

第84期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 7.59 8.88

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４　当社は第83期より従業員株式所有制度を導入しております。当制度の導入に伴い、第84期第３四半期連結累計期間

及び第83期の１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、資産

管理サービス信託銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式の数を控除しております。　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容について、

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、次のとおりであります。 

[コンパウンド]

　主要な関係会社の異動はありません。

[フイルム]

　主要な関係会社の異動はありません。

[食品包材]

　平成24年10月１日、三井化学ファブロ株式会社（リケンファブロ株式会社と改称）の発行済み株式全株を取得して、

当社の完全子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要は一部で認められたものの、個人消費

は前年のエコポイント特需の反落などにより低調に推移し、また輸出は欧州地域の景気回復の遅れや中国景気の減

速に加え、円高の影響を受け伸びを欠くなど、総じて停滞色を強めました。海外はこれまで順調な成長を続けてきた

中国やインド経済は明らかな減速期に入り、タイ、インドネシアの好調維持や米国経済の回復基調という明るい材

料はあるものの今後に不安を残す展開となりました。産業別には７月まで順調な回復を続けた自動車は秋口からの

減産に加え中国での反日運動のあおりをうけ一気に生産が冷え込み、また家電に代表されるように個人消費の伸び

悩みの影響をうけ、各分野とも概して低調に終わりました。当社グループの業績に大きな影響を与える原油価格は、

一時的に上昇する局面もありましたが、後半は沈静化し、原材料価格の高止まりには至りませんでした。

　このような環境の中、当社グループの売上は、好調であった自動車生産が秋口から減産に向かったことや、建材、電

材、家電関連が低迷したことに加え、洪水被害を受けたタイ国のコンパウンド製造現地法人の売上回復が遅れたこ

とにより減収を余儀なくされました。なお、10月１日に完全子会社としたリケンファブロ株式会社の取得日以降の

業績を当第３四半期連結決算に加えております。

　以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上は54,782百万円(前年同四半期連結累計期間比（以

下「前年同期比」）4.9%減)、営業利益は1,615百万円(前年同期比13.8%減)、経常利益は1,825百万円（前年同期比

5.8%減）、四半期純利益は1,407百万円（前年同期比12.7%減）となりました。

　　セグメント別の業績は次のとおりであります。

［コンパウンド］

　国内のコンパウンド事業のうち、塩ビコンパウンドは震災復興需要が本格化しない中、建材、電材用途の売上が

伸びず、また家電用途も個人消費の低迷をうけ低調な売上となりました。エラストマーは自動車生産の回復に伴

い売上は順調に回復しましたが、秋口から減少に向かいました。

　海外では、昨年実施した製造ラインの増設効果を充分発揮した中国、インドネシア現地法人および、自動車、住宅

需要の回復を確実に捉えた米国２現地法人が増収、増益を果たし、タイ現地法人の売上回復の遅れによる収益の

落込みを最小限に留めることができました。その結果、売上高は36,162百万円（前年同期比8.8%減）、セグメント

利益は1,674百万円(前年同期比1.8%減)となりました。

［フイルム］

　国内の主力事業分野の建装材市場はやや持ち直しましたが、輸出環境は長期化する円高と欧州市場の低迷が大

きく影響し、売上、収益とも大変厳しい状況が続きました。光学用途はTV市場の低迷に加え、製品サイクルへの対

応の遅れにより売上は低調でした。その結果、売上高は10,945百万円(前年同期比3.9％減)、セグメント損失は80

百万円(前年同期は93百万円の損失)となりました。

［食品包材］

　国内の食品包材事業は、震災特需があった昨年から一転し、個人消費の低迷をうけ需要が減少する中、市場競争

が激化し、加えて原材料価格上昇分の製品価格転嫁が遅れるという大変厳しい状況が続きました。中国事業は採

算を重視した販売戦略が奏功し、収益は改善しました。なお、10月1日に完全子会社化しましたリケンファブロ株

式会社の取得日以降の業績を加えております。その結果、売上高は5,381百万円(前年同期比39.8%増)、セグメント

利益は127百万円（前年同期比28.0%減）となりました。
　　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。不透明な

経済環境の下、引続き効率的な生産体制の構築と固定費削減等、収益確保に向け継続して取組んでまいります。
　
（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、771百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 236,000,000

計 236,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 66,113,819 66,113,819
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 66,113,819 66,113,819 ― ―

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 66,113 － 8,514,018 － 6,532,977

（６）【大株主の状況】

  当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  5,112,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 60,438,000 60,438 －

単元未満株式 普通株式    563,819 － －

発行済株式総数 66,113,819 － －

総株主の議決権 － 60,438 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。

また、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式162株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

リケンテクノス株

式会社

東京都中央区日本

橋本町三丁目11番

５号

5,112,000 526,000 5,638,000 8.53

計 － 5,112,000 526,000 5,638,000 8.53

（注）当社は、平成23年10月24日開催の取締役会において、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の導入を決議して

おり、平成24年３月14日付で自己株式591,000株を信託Ｅ口へ譲渡しております。なお、平成24年12月31日現在にお

いて信託Ｅ口が所有する当社株式489,0000株は自己株式に含めて記載しております。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,116,760 8,077,814

受取手形及び売掛金 ※2
 20,234,162

※2
 21,359,200

商品及び製品 3,913,424 5,898,557

仕掛品 740,651 707,518

原材料及び貯蔵品 3,344,497 3,754,052

繰延税金資産 252,646 287,377

その他 1,353,590 741,207

貸倒引当金 △207,495 △204,733

流動資産合計 37,748,237 40,620,995

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,012,851 6,198,466

機械装置及び運搬具（純額） 5,208,350 6,174,449

土地 5,773,357 6,114,087

リース資産（純額） 266,116 223,759

建設仮勘定 490,665 661,776

その他 305,711 358,325

有形固定資産合計 18,057,053 19,730,864

無形固定資産

のれん 373,998 1,497,352

リース資産 74,242 45,833

その他 694,922 862,398

無形固定資産合計 1,143,164 2,405,584

投資その他の資産

投資有価証券 3,451,341 3,553,670

長期貸付金 42,615 24,755

繰延税金資産 176,722 151,725

前払年金費用 650,094 533,797

その他 758,188 790,956

貸倒引当金 △11,622 △9,997

投資その他の資産合計 5,067,340 5,044,908

固定資産合計 24,267,558 27,181,357

資産合計 62,015,796 67,802,352
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 15,531,149

※2
 16,628,273

短期借入金 ※3
 3,579,270

※3
 4,893,173

1年内返済予定の長期借入金 90,885 402,723

リース債務 122,561 106,742

未払法人税等 355,444 162,970

賞与引当金 416,238 226,687

役員賞与引当金 32,000 20,250

その他 2,483,873 1,932,148

流動負債合計 22,611,423 24,372,969

固定負債

長期借入金 586,738 2,856,576

リース債務 225,833 170,405

繰延税金負債 881,725 972,551

退職給付引当金 2,199,864 2,285,694

資産除去債務 124,949 253,616

その他 120,918 110,892

固定負債合計 4,140,029 6,649,738

負債合計 26,751,453 31,022,707

純資産の部

株主資本

資本金 8,514,018 8,514,018

資本剰余金 6,535,131 6,532,676

利益剰余金 19,560,705 20,413,291

自己株式 △1,831,178 △1,838,447

株主資本合計 32,778,677 33,621,538

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 902,593 950,676

為替換算調整勘定 △1,603,777 △1,593,150

その他の包括利益累計額合計 △701,184 △642,473

少数株主持分 3,186,849 3,800,580

純資産合計 35,264,342 36,779,645

負債純資産合計 62,015,796 67,802,352
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 57,585,834 54,782,580

売上原価 50,139,856 47,141,821

売上総利益 7,445,977 7,640,758

販売費及び一般管理費 5,571,184 6,025,264

営業利益 1,874,793 1,615,493

営業外収益

受取利息 17,069 18,637

受取配当金 99,083 99,889

為替差益 － 61,493

その他 101,195 96,980

営業外収益合計 217,348 277,001

営業外費用

支払利息 34,588 48,095

為替差損 99,005 －

その他 21,231 18,703

営業外費用合計 154,826 66,798

経常利益 1,937,315 1,825,696

特別利益

固定資産売却益 1,060,455 122,787

投資有価証券売却益 1,458 14,276

受取保険金 － 453,391

その他 － 1,591

特別利益合計 1,061,914 592,047

特別損失

固定資産売却損 9,437 21,390

固定資産除却損 27,509 17,040

減損損失 － 27,191

投資有価証券売却損 7 －

投資有価証券評価損 31,967 28,161

その他 4,175 12,500

特別損失合計 73,096 106,285

税金等調整前四半期純利益 2,926,133 2,311,459

法人税等 967,218 444,914

少数株主損益調整前四半期純利益 1,958,915 1,866,544

少数株主利益 345,777 458,570

四半期純利益 1,613,137 1,407,973
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,958,915 1,866,544

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △225,166 48,083

為替換算調整勘定 △637,163 40,137

その他の包括利益合計 △862,329 88,220

四半期包括利益 1,096,585 1,954,765

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,022,288 1,466,684

少数株主に係る四半期包括利益 74,297 488,080
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

　当第３四半期連結会計期間より、三井化学ファブロ株式会社（リケンファブロ株式会社と改称）の発行済み株式全株を

取得したため、連結の範囲に含めております。

　

【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ33,945千円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　（税金費用の計算）

　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 112,585千円 44,864千円

受取手形裏書譲渡高　 226,748千円 83,928千円

 

 ※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期

日に決済が行われたものとして処理しております。

　当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 773,436千円 813,579千円

支払手形 7,217 16,275

 

※３　当座貸越契約及び借入未実行残高

　提出会社及び国内連結子会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取引銀行との間に当座貸越契約を締結しており

ます。

　借入未実行残高は以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

当座貸越極度額の総額 3,130,000千円 4,630,000千円

借入実行残高 1,425,000 2,975,000

差引額 1,705,000 1,655,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 1,856,080千円 1,788,242千円

のれんの償却額 72,495 116,785

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月28日

定時株主総会
普通株式 245,825 4 平成23年3月31日平成23年6月29日利益剰余金

平成23年11月14日

取締役会
普通株式 241,775 4 平成23年9月30日平成23年12月2日利益剰余金

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年6月27日

定時株主総会
普通株式 302,134 5 平成24年3月31日平成24年6月28日利益剰余金

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金2,930千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株式を

自己株式と認識しているためであります。

 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月9日

取締役会
普通株式 241,902 4 平成24年9月30日平成24年12月3日利益剰余金

（注）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金2,104千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社株式を

自己株式と認識しているためであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 コンパウンド フイルム 食品包材 計

売上高         

(1）外部顧客への売上高 39,660,11211,394,3233,850,48654,904,9222,680,91257,585,834 － 57,585,834

(2）セグメント間の内部

　　 売上高又は振替高
210,214 － － 210,214453,951664,165(664,165) －

計 39,870,32611,394,3233,850,48655,115,1363,134,86358,249,999(664,165)57,585,834

セグメント利益又は

セグメント損失（△）　
1,705,704△93,543177,2021,789,36495,5071,884,871(10,077)1,874,793

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合成樹脂成型品及び電線の

製造・販売、また商品の仕入・販売であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△10,077千円であります。

　　　３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 コンパウンド フイルム 食品包材 計

売上高         

(1）外部顧客への売上高 36,162,82410,945,8845,381,73152,490,4392,292,14054,782,580 － 54,782,580

(2）セグメント間の内部

　　 売上高又は振替高
197,598 － － 197,598249,914447,512(447,512) －

計 36,360,42210,945,8845,381,73152,688,0382,542,05455,230,092(447,512)54,782,580

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
1,674,978△80,004127,5281,722,501△87,5381,634,963(19,469)1,615,493

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、合成樹脂成型品及び電線の

製造・販売、また商品の仕入・販売であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去△19,469千円であります。

　　　３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産の減損損失）

　重要性が乏しいため記載を省略しております。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

　「食品包材」セグメントにおいて、三井化学ファブロ株式会社（リケンファブロ株式会社と改称）の株

式を取得したことでのれんの金額が変動しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四

半期連結累計期間においては1,240,139千円であります。　
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（企業結合等関係）

取得による企業結合

（１）企業結合の概要

①被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　三井化学ファブロ株式会社

事業の内容　　　　　合成樹脂フィルムの製造、加工及び販売等

②企業結合を行った主な理由

三井化学ファブロ株式会社を当社グループの傘下に加え、生産の合理化、コスト削減を進め、競争力を強め

ることで、食品包材事業の持続的発展を図るためであります。

③企業結合日

株式取得日　平成24年10月１日

④企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤企業結合後企業の名称

リケンファブロ株式会社

⑥取得した議決権比率

異動前の所有株式数      　0株　（議決権の数：      0個、所有割合：  0％）

取得株式数　　　　　200,000株　（議決権の数：200,000個、所有割合：100％）

異動後の所有株式数　200,000株　（議決権の数：200,000個、所有割合：100％）

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として三井化学ファブロ株式会社の株式を取得したためであります。

　

（２）四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績期間

平成24年10月１日から平成24年12月31日まで

　

（３）被取得企業の取得原価及びその内訳

現金　3,630,000千円

　

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

①発生したのれんの金額　1,240,139千円

②発生原因

今後の事業展開によって期待される、将来の超過収益力から発生したものであります。

③償却方法及び償却期間

７年間にわたる均等償却
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 26円50銭 23円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,613,137 1,407,973

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,613,137 1,407,973

普通株式の期中平均株式数（千株） 60,880 60,449

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．信託Ｅ口が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表において自己株式と認識しているため、１株当

たり四半期純利益金額の算定に用いられた普通株式の期中平均株式数は、当該株式の数を控除しております。

　

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。　

２【その他】

　平成24年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………241,902千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月３日

　（注１）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

（注２）配当金総額には、信託Ｅ口に対する配当金2,104千円を含めておりません。これは、信託Ｅ口が所有する当社

株式を自己株式と認識しているためであります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月13日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　靜雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山﨑　隆浩　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 賀谷　浩志　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス株

式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日か

ら平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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